
開
会
に
あ
た
り
司
会
の
北
山
雅
人

副
委
員
長
は
、
「
震
災
へ
の
対
策
と

復
興
、
原
発
事
故
な
ど
を
通
じ
、
労

働
組
合
の
今
後
の
在
り
方
、
意
義
と

運
動
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
運
動
の
成
果
を
大
切
に
12
春
闘
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
支
援
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
、

職
場
と
地
域
の
運
動
を
連
動
さ
せ
て

奮
闘
す
る
方
針
を
今
委
員
会
で
確
立

し
よ
う
」
と
挨
拶
し
た
。

議
長
に
は
、
浜
島
由
起
夫
委
員

（
名
古
屋
）
が
選
出
さ
れ
、
議
事
に

入
っ
た
。

渡
邉
委
員
長
は
挨
拶
で
、
「
東
日

本
大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
か
ら
１

年
に
な
る
。
復
興
や
除
染
の
立
ち
遅

れ
が
被
災
者
を
苦
し
め
、
厳
し
い
状

態
に
あ
る
。
大
企
業
が
営
利
に
走
る

復
興
で
は
い
け
な
い
。
原
発
の
な
い

社
会
を
め
ざ
す
世
論
形
勢
を
組
合
が

担
う
必
要
が
あ
り
、
企
業
の
枠
を
超

え
た
運
動
を
進
め
て
き
た
国
労
運
動

の
歴
史
を
我
々
が
担
う
資
格
が
あ
る
。

12
春
闘
は
、
経
営
側
が
ベ
ア
と
定
期

昇
給
な
し
、
と
言
及
。
大
企
業
は
内

部
留
保
を
増
や
し
続
け
る
一
方
で
賃

下
げ
を
行
っ
て
い
る
。
賃
上
げ
や
安

定
雇
用
を
め
ざ
す
運
動
を
我
々
は
、

国
労
ら
し
く
要
求
と
団
結
で
闘
う
。

職
場
の
要
求
を
大
切
に
し
、
労
働
条

件
改
善
の
闘
い
を
進
め
る
。
ロ
ー
カ

ル
線
問
題
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
沖
縄
米
軍
基

地
問
題
な
ど
も
積
極
的
に
取
り
組
む
」

な
ど
と
決
意
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
国
労
本
部
・
鈴

木
執
行
委
員
は
挨
拶
で
、
１
８
２
回

拡
大
中
央
委
員
会
で
決
定
し
た
内
容

か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
闘
争

の
支
援
、
12
春
闘
と

組
織
強
化
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
た
。

交
運
共
済
東
海
事

業
本
部
の
今
村
謙
一

本
部
長
が
祝
辞
と
お

礼
、
加
入
促
進
の
要

請
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

争
議
原
告
３
名
の
支

援
要
請
を
受
け
た
。

議
題
に
入
り
、
11

年
の
労
働
協
約
改
訂

闘
争
の
経
過
と
成
果

及
び
締
結
の
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ

れ
た
。

当
面
す
る
闘
い
に
つ
い
て
は
、
12

名
の
委
員
か
ら
積
極
的
な
発
言
が
あ

り
、
書
記
長
集
約
を
受
け
て
当
面
す

る
闘
い
の
方
針
を
確
立
し
た
。

●
委
員
の
発
言
は
次
号
に
掲
載
予
定
。

２０１２年２月１５日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３１２（１）

東海本部Ｅメールアドレス nru-tk-tky3@star.odn.ne.jp

お年玉クイズ当選者決定

国
労
東
海
国 鉄 労 働 組 合

東海エリア本部

東

京

都

港

区

新

橋

５

ー
15

ー

５

交
通
ビ
ル
４
階

発
行

責

任

者

渡

邉

良

成

編

集

責

任

者

細
木
義

孝

国
労
東
海
本
部
は
、
２
月
４
日
、
第
31
回
東
海
本
部
委
員
会
を
開
催

し
、
12
年
春
闘
勝
利
に
向
け
た
取
り
組
み
、
組
織
拡
大
な
ど
の
当
面
の

方
針
を
決
定
し
た
。
12
名
の
委
員
の
積
極
的
な
発
言
が
方
針
を
補
強
し

た
。
こ
れ
よ
り
12
春
闘
を
組
織
の
総
力
を
発
揮
し
て
闘
う
こ
と
に
な
る
。

第31回東海本部拡大委員会

挨拶をする渡邉良成委員長

渡
邉
委
員
長
の
挨
拶

2月4日開催の第31回東海本部委員会でクイズ

正解18名から５名が抽選で当選した。

当選者（敬称略）

● 芦川 茂雄 （OB）静岡地本東部支部

● 蒲田 愛治 新幹線地本､大阪修繕車両所

● 江川 三樹男 名古屋地本、美濃太田運輸区

● 芝田 純一 新幹線地本、新大阪駅

● 田中 悟 名古屋地本、大垣運輸区

小
林
久
美
子
さ
ん
退
職

小
林
さ
ん
は
、
東
海
本
部
書
記
と

し
て
７
年
間
勤
め
、
２
月
末
日
を
持
っ

て
退
職
を
迎
え
ま
し
た
。

国
労
で
通

算
40
年
の
働

き
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

 
中
嶋
元
さ
ん
が
後
任

１
月
18
日
よ
り
、
小
林
さ
ん
の
後

任
の
書
記
と
し
て
東
海
本
部
で
働
き

ま
す
。
51
歳
で
組
合
書
記
の
経
験
が

あ
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し

ま
す
。



「 が ん 」 の 保 障 　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き
抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に
１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付
金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き
１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料
払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介
（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞
ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間
を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円

ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・
保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

２０１２年２月１５日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３１２（２）

東海本部Ｅメールアドレス nru-tk-tky3@star.odn.ne.jp

講
座
は
、
国
労
東
海
･
上
野
書
記

長
の
司
会
で
は
じ
ま
り
、
主
催
者
の

国
労
会
館
東
海
地
方
部
の
渡
邉
地
方

部
長
（
国
労
東
海
委
員
長
）
が
会
館

の
労
働
者
教
育
の
一
環
と
し
て
、
重

要
な
課
題
で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
を
学

ぶ
機
会
を
設
け
た
と
挨
拶
し
た
。

講
演
で
は
、
講
師
の
松
本
篤
周
弁

護
士
（
名
古
屋
法
律
事
務
所
）
が
解

雇
４
要
件
と
は
何
か
と
同
時
に
Ｊ
Ａ

Ｌ
に
お
い
て
は
解
雇
４
要
件
が
成
立

し
て
い
な
い
こ
と
を
説
明
し
、
不
当

解
雇
で
あ
る
こ
と
を
鮮
明
に
し
た
。

そ
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
の
当
事
者

４
名
が
、
解
雇
さ
れ
る
ま
で
の
不
当

な
経
過
や
裁
判
で

の
攻
防
、
今
年
か

ら
雇
用
保
険
が
切
れ
る
こ
と
な
ど
と

今
後
の
支
援
を
訴
え
た
。

会
場
発
言
で
は
、
「
国
鉄
闘
争
の

教
訓
か
ら
国
が
関
わ
る
事
件
で
あ
り

決
し
て
予
断
で
き
な
い
」
、
「
静
岡

で
も
『
「
支
え
る
会
』
を
結
成
」
、

「
民
間
小
企
業
で
は
、
解
雇
４
要
件

が
雇
用
確
保
の
生
命
線
で
あ
り
、
こ

の
闘
い
は
負
け
ら
れ
な
い
」
な
ど
で

あ
っ
た
。

そ
し
て
、
国
労
名
古
屋
地
本
の
伊

藤
書
記
長
か
ら
、
「
本
日
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

の
解
雇
当
事
者
と
愛
知
県
内
の
各
ナ

シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
主
要
単
産
に

支
援
要
請
を
行
っ
た
」
こ
と
が
述
べ

ら
れ
、
広
範
な
支
援
・
共
闘
の
必
要

性
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
駆

け
つ
け
た
社
保
庁
の
解
雇
争
議
の
仲

間
が
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
と
共
に
闘
う
決
意

を
述
べ
支
援
を
要
請
し
た
。

愛
知
支
援
共
闘
が
３
月
31
日
に
結

成
さ
れ
、
愛
知
県
で
の
支
援
･
共
闘

が
行
わ
れ
る
予
定
、
と
報
告
さ
れ
た
。

解
雇
４
要
件
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇

国
鉄
労
働
会
館
（
会
館
）
主
催
の
労
働
講
座
が
2
月
３
日
、
愛
知
教

育
館
で
開
催
さ
れ
、
国
労
を
は
じ
め
愛
知
陸
海
空
港
湾
労
組
連
絡
会
加

盟
の
組
合
か
ら
多
数
の
参
加
が
あ
っ
た
。
講
座
の
テ
ー
マ
は
「
解
雇
４

要
件
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
」
で
、
講
演
と
争
議
中
の
Ｊ
Ａ
Ｌ
解
雇
者
４

人
の
訴
え
な
ど
が
あ
り
、
理
解
と
支
援
を
強
め
る
労
働
講
座
で
あ
っ
た
。

厚
労
省
の
職
場
の
い
じ
め
・
嫌
が

ら
せ
問
題
に
関
す
る
円
卓
会
議
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
、
「
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
」
や
企
業
が

取
り
組
む
べ
き
対
策
等
の
報
告
書
を

ま
と
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

こ
れ
は
、
職
場
の
「
い
じ
め
・
嫌

が
ら
せ
」
、
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」
が
、
近
年
、
社
会
問
題
と
し
て

顕
在
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
も
の

で
、
職
場
の
「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」
、

「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
は
労
働

者
の
尊
厳
や
人
格
を
侵
害
す
る
許
さ

れ
な
い
行
為
で
あ
り
、
早
急
に
予
防

や
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
な

課
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
は
、
職
場
の
「
い
じ

め
・
嫌
が
ら
せ
」
、
「
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
」
に
よ
る
職
場
の
生
産
性

の
低
下
や
人
材
の
流
出
と
い
っ
た
損

失
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
労
働
者
の
仕

事
に
対
す
る
意
欲
を
向
上
さ
せ
、
職

場
の
活
力
を
増
す
た
め
に
も
、
こ
の

問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
と
し
た
。

国
労
東
海
本
部
は
、
こ
の
報
告
を

受
け
、
会
社
へ
の
相
談
窓
口
の
設
置

や
対
策
な
ど
を
求
め
た
交
渉
を
行
っ

て
い
く
ほ
か
、
国
労
と
し
て
窓
口
を

開
設
す
る
予
定
。
当
面
は
メ
ー
ル
で

相
談
に
応
じ
る
。

（
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

t
t
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）

パ
ワ
ハ
ラ
定
義
６
項
目

①
暴
行
・
傷
害
（
身
体
的
な
攻
撃
）
、

②
脅
迫
・
名
誉
毀
損
・
侮
辱
・
ひ
ど

い
暴
言
（
精
神
的
な
攻
撃
）
、
③
隔

離
・
仲
間
外
し
・
無
視
（
人
間
関
係

か
ら
の
切
り
離
し
）
、
④
業
務
上
明

ら
か
に
不
要
な
こ
と
や
遂
行
不
可
能

な
こ
と
の
強
制
、
仕
事
の
妨
害
（
過

大
な
要
求
）
、
⑤
業
務
上
の
合
理
性

な
く
、
能
力
や
経
験
と
か
け
離
れ
た

程
度
の
低
い
仕
事
を
命
じ
る
こ
と
や

仕
事
を
与
え
な
い
こ
と
（
過
小
な
要

求
）
、
⑥
私
的
な
こ
と
に
過
度
に
立

ち
入
る
こ
と
（
個
の
侵
害
）
な
ど
と

し
て
、
実
際
に
あ
っ
た
内
容
を
事
例

と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

身
体
的
苦
痛
を
与
え
る
も
の
（
暴

力
・
生
涯
等
）
▼
段
ボ
ー
ル
で
突
然

叩
か
れ
る
・
怒
鳴
る
、
▼
上
司
が
ネ

ク
タ
イ
を
引
っ
張
る
、
叩
く
、
蹴
る
、

物
を
投
げ
る
、
▼
０
℃
前
後
の
部
屋

で
仕
事
を
さ
せ
ら
れ
る
。

精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
も
の
（
暴
言
、

罵
声
、
悪
口
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

侵
害
、
無
視
等
）
▼
客
の
前
で
「
バ

カ
、
ボ
ケ
、
カ
ス
、
人
と
し
て
な
っ

て
な
い
」
、
▼
社
長
の
暴
言
「
何
で

も
い
い
か
ら
ハ
イ
と
言
え
、
こ
の
バ

カ
あ
ま
」
、
▼
私
生
活
へ
の
干
渉
、

▼
部
下
へ
の
非
難
を
言
う
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
上
司
が
行
っ
た
ケ
ー
ス
、
▼

ロ
ッ
カ
ー
室
・
冷
蔵
庫
内
の
私
物
食

品
の
盗
み
を
疑
わ
れ
る
、
▼
仕
事
を

取
り
上
げ
、
毎
日
「
辞
め
て
し
ま
え
」
、

▼
呼
び
名
は
「
婆
さ
ん
」
、
業
務
命

令
は
い
つ
も
怒
声
、
▼
同
僚
が
手
や

髪
の
毛
を
触
る
、
不
愉
快
な
発
言
。

社
会
的
苦
痛
を
与
え
る
も
の
（
仕
事

を
与
え
な
い
等
）
、
▼
社
員
旅
行
参

加
を
拒
絶
さ
れ
る
、
▼
回
覧
物
を
回

さ
れ
な
い
、
暑
気
払
い
や
忘
年
会
に

よ
ば
れ
な
い
、
▼
中
国
転
勤
を
断
っ

た
と
こ
ろ
、
仕
事
を
与
え
ず
小
部
屋

に
隔
離
。

国
労
東
海
本
部
相
談
窓
口

n
r
u
-
t
k
-
t
k
y
2
@
s
t
a
r
.
o
d
n
.

n
e
.
j
p

厚
労
省
「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
定
義
を
発
表

会館主催

労働講座

会
場
か
ら
も
支
援
の
声

訴えるＪＡＬ解雇争議団


